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平－成員13罠【年夏度亙予鼠算鼠概鼠要 力
強
く
ｔ
や
右
し
く
・
美
し
い
大
野
の
実
現
を
團
指
し
て

　

平
成
十
三
年
度
各
会
計
の
当
初
予
算
案
が
、
三
月
定
例
市
議
会
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
、
当
市
の
二
十
－
世
紀
初
頭
の
十
年
間

に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
「
第
四
次
大
野
市
総
合
計
画
」
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。
そ
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
力
強
く
。
や
さ
し
く
・
美
し

く
」
の
実
現
に
向
け
編
成
さ
れ
た
、
当
初
予
算
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

一
般
会
計

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
、
百
四
十
四
億
八

千
三
百
万
円
、
前
年
度
に
比
べ
五
・
四
％
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
本
願
清
水

イ
ト
ヨ
の
里
」
の
整
備
を
行
う
天
然
記
念
物

整
備
活
用
事
業
や
公
園
整
備
を
行
う
グ
リ
ー

ン
オ
ア
シ
ス
整
備
事
業
な
ど
、
大
型
事
業
費

が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

’
歳
騒
丿
〈

　

市
税
は
、
一
部
企
業
の
業
績
回
復
を
見
込

ん
で
法
人
市
民
税
で
増
収
、
固
定
資
産
税
や

個
人
市
民
税
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
と
見
込
み
、

前
年
度
比
一
・
九
％
増
の
三
十
八
億
I
二
千
五

百
九
十
一
万
一
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税
四
十
億
円

特
別
交
付
税
六
億
五
千
万
円
、
合
計
で
四
十

六
億
五
千
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
七
・
〇
％

の
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
市
債
に
つ
い
て
は
、
建
設
事
業
の
財

源
や
、
臨
時
財
政
対
策
費
な
ど
五
億
四
百
四

十
万
円
、
前
年
度
に
比
べ
三
－
于
三
％
の
減

と
大
幅
に
減
ら
し
ま
し
た
。

歳
よ
出

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
第
四
次
総
合
計
画

の
基
本
理
念
の
実
現
を
目
指
し
、
～
亀
山
周

辺
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
ま
ち
づ
く
リ
計
画

の
策
定
、
2
水
資
源
の
総
合
的
な
保
全
を
は

じ
め
と
す
る
環
境
保
全
、
3
学
び
の
里
づ
く

り
を
は
じ
め
と
す
る
二
十
一
世
紀
の
礎
と
な

る
人
づ
く
り
、
の
三
点
に
力
を
注
い
で
予
算

編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

伸
び
率
が
高
い
の
は
、
－
T
能
力
開
発
事

業
を
実
施
す
る
労
働
費
や
、
道
路
整
備
を
行

う
土
木
費
、
支
給
対
象
が
拡
大
さ
れ
た
児
童

手
当
の
給
付
や
乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
を
行

う
民
生
費
な
ど
で
す
。

　

減
少
の
大
き
な
も
の
と
し
て
は
災
害
復
旧

費
で
、
こ
れ
は
平
成
十
年
お
よ
び
十
－
年
の

災
害
復
旧
関
連
工
事
の
完
了
に
よ
る
も
の
で

す
。
ま
た
そ
の
ほ
か
に
、
観
光
拠
点
施
設
整

備
事
業
や
恐
竜
エ
キ
ス
ポ
推
進
事
業
な
ど
が

終
了
し
た
こ
と
に
よ
る
商
工
費
の
減
、
あ
っ

宝
ん
ど
庭
園
造
成
工
事
が
完
了
し
た
こ
と
に

よ
る
衛
生
費
の
減
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

特集：13年度予算



一般会計予算の内訳

特
別
会
計

国
［
S
健
康
保
険
事
業

　

被
保
険
者
を
若
干
の
増
と
見
込
み
、
前
年

度
実
績
や
社
会
情
勢
の
変
化
を
勘
案
し
て
算

定
。
予
算
総
額
は
前
年
度
比
四
・
五
％
増
の

二
十
六
億
二
千
九
百
六
十
六
万
三
千
円
で

す
。
老
Å
保
健

　

対
象
者
数
の
増
加
傾
向
や
、
医
療
費
の
動

向
な
ど
を
勘
案
し
て
算
定
。
予
算
総
額
は
前

年
度
比
四
・
二
％
増
の
四
十
六
億
九
千
五
百

四
十
三
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業

　

市
営
簡
易
水
道
の
維
持
管
理
を
行
う
会
計

で
す
。
八
地
区
の
簡
易
水
道
の
維
持
管
理
経

費
と
一
般
管
理
費
、
富
田
・
西
富
田
・
木
本

の
三
地
区
の
配
水
管
改
良
事
業
な
ど
を
計
上

し
、
予
算
総
額
は
前
年
度
比
八
・
八
％
減
の

四
千
六
百
七
十
四
万
四
千
円
と
し
ま
し
た
。

農
業
集
落
排
水
事
業

　

農
業
集
落
型
下
水
道
の
建
設
と
維
持
管
理

を
行
う
会
計
で
す
。
前
年
度
の
実
績
や
建
設

事
業
の
実
施
状
況
な
ど
を
勘
案
し
算
定
。
予

算
総
額
は
前
年
度
比
一
〇
・
四
％
増
の
八
億

五
千
二
百
七
万
九
千
円
で
す
。

ｎ
護
保
険
事
業

　

支
給
対
象
の
月
数
が
1
ヵ
月
増
え
る
こ
と

や
、
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
二
年
目
を
迎
え

利
用
者
が
増
加
す
る
こ
と
を
見
込
ん
で
、
予

算
総
額
を
前
年
度
比
三
・
四
％
増
の
十
九
億

五
千
二
百
九
十
三
万
八
千
円
と
し
ま
し
た
。

企
業
会
計

　

水
道
事
業
の
予
算
総
額
は
、
現
存
施
設
の

維
持
管
理
や
配
水
管
工
事
な
ど
で
前
年
度
比

三
・
三
％
増
の
一
億
九
千
三
百
二
十
八
万
三

千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

会計別予算一覧蛍什：万田

区分 平成13年度 平成12年度 対前年比

一般会計 144億8，300万 153億500万 △5．496

特

別

会

計

国民健康保険 26億2，966万 25億1，743万 4．596

老人保健 46億9，543万 45億461万 4．296

簡易水道 4，675万 5，125万 △8．8％

農業集落排水 8億5，208万 ワ億7，159万 10．496

下水道 11億5，195万 14億4，879万 △20．596

介護保険 19億5，294万 18億8，804万 3．496

小計 113億2，881万 111億8，171万 1．396

企業会計（水道） 1億9，328万 1億8，708万 3．396

。計 260億509万 266億7，379万 △2．596



創り哀てる名水のまち沢野

【産業】創造性と活力ある産業のまち
・森林施業士養成事業助成金

　

…………………………1，000千円

　

大野市森林組合の新規雇用森林施

業士の養成に助成を行います。

・おおの型農業・農村ビジョン策定

　

事業……………………1，100千円

　

市の特性を生かした特色ある「お

おの型農業と農村」の実現に向けた

ビジョンの策定を行います。

・亀山周辺整備事業……ワ，04ワ千円

亀山周辺整備イメージ図

　

亀山周辺整備計画をつくる委員会

を組織し，広＜意見を聞きながら基

本計画の策定を行います。

・公共下水道建設事業

　

……………………1，056，246千円

　

下水管の埋設や処理場の整備，処

理センターの工事などを行います。

・地元企業就職奨励金交付事業

　

………………………30，126千円

　

地元企業に就職した若者・Uター

ン者に奨励金の交付を行います。

・経営向上支援資金預託金

　

……………………120，000千円

　

経営革新計画や経営目標を設定し

た市内中小企業者への運転・設備資

金の融資のため，市内金融機関へ資

金預託します。

・道路改築事業………97，436千円

　

大野インターチェンジと市道北環

状線を結ぶ大野インター線（仮称）

を整備します。

・IT対応能力開発事業

　

………………………15，806千円

　

パソコンの操作を習得する講座な

ど，IT能力の開発を行います。

・伝統工芸等観光活用事業

　

………………………1，224千円

　

平成大野屋や元町会館などで行

う，大野の伝統工芸などの実演を委

託します。

・新おおの産業おこし事業補助

　

………………………13，000千円

　

新産業の開拓に向けた事業を実施

する事業者に補助を行います。

・公社営畜産基地建設事業

　

……………………233，956千円

　

六呂師堆肥センター施設の構内整

備などを行います。

【人】思いやりと豊かな心を育むまち
・男女共同参画フォーラム

　

……………………………518千円

　

男女共同参画について広く知って

もらうフォーラムを開催します。

・小学校施設整備事業

　

……………………219，412千円

　

有終東小学校の大規模改造や、有

終西・下庄小学校の耐震診断調査、

富田小学校の校舎改築実施設計など

を行います。

●大野明倫館事業………2，2ワ5千円

　

3年目を迎えるツ一リズム学科の

開設のほか、環境・まちづくリ・ツ

ーリズムの3学科によるシンポジウ

ムを開催。また14年度に向けたカ

リキュラムの検討などを行います。

●21世紀を生き抜く児童●生徒育

　

成事業…………………1，456千円

　

探求型学習の支援や教育シンポジ

ウムの開催、教員の自主研究育成を

行います。

・心の教室相談員配置事業

　

…………………………2，554千円

　

全中学校に相談員を配置し、生徒

の悩み相談、地域と学校の連携の支

援などを行い、生徒が心のゆとりを

持てる環境を整えます。

・21世紀の学校づくり推進事業

　

…………………………1，844千円

　

2002年より本格的に実施され

る、新教育課程に備え、学校の先行

研究を推進します。

・指導主事配置…………8，505千円

　

教育委員会に派遣されている指導

主事を1人体制から2人体制に増員

し、情報教育や教員指導体制などの

強化、児童・生徒の学力向上や教職

員のレベルアップを図ります。

●本願清水イトヨの里経費

　

………………………21，983千円

　

7月オープン予定の「本願清水イ

トヨの里」を活用し、天然記念物本

願清水イトヨ生息地の研究・保護を

行い、自然や環境を守る大切さの学

習を行います。

特集：13年度予算
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・環境基本計画推進事業

　

…………………………1，250千円

　

不法投棄などを監視する環境監視

員を設置します。また、住宅太陽光

発電設備の導入に補助を行います。

・地下水総合調査事業…12，000千円

　

地下水保全・管理のための地下水

総合計画の立案を目的に、地下水の

シミュレーションモデルの作成など

を行います。（14年度まで継続）

・地下水保全活動等補助

　

…………………………1，500千円

　

地下水保全基金を活用し、地下水

や表流水の調査研究、地下水の合理

的利用のための施設整備などへ補助

を行います。

・合併処理浄化槽設置整備事業補助

　

………………………42，4ワワ千円

　

合併処理浄化槽設置への補助

・都市景観推進事業……ワ、9ワ4千円

　

都市景観審議会や都市景観シンポ

ジウムの開催、都市景観形成地区の

指定などを行います。

・まちなみ環境整備事業

　

…………………………5，284千円

　

中心市街地の特徴である歴史的遺

産を活用した景観形成を目的とす

る、まちなみ環境整備事業計画の策

定に向け、対象区域の現況調査など

を行います。

・ブナの森環境保全林整備事業

　

…………………………4，500千円

　

ブナ林の保全管理や、自然環境調

査報告書の作成などを行います。

・資源有効利用促進事業補助

　

………………………24，500千円

　

古紙類の回収や、生ごみ処理機・

コンポスト容器の購入などへ補助を

行います。
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【 交 流 】 人 が 集 い 心 が 響 き あうまち

・アーティストインレジデンス事業

　

…………………………1，200千円

　

芸術家が一定期間滞在し、市民と

一緒に作品の製作を行います。

・オーストラリアとの交流学習事業

　

……………………………ワ50千円

　

オーストラリアの学校とインター

ネットを使って交流している上庄中

学校の生徒代表を現地へ派遣し、学

校との友好交流や生徒の国際感覚の

醸成を行います。

・海外経済交流事業……1，358千円

　

商工会議所が行う中国への経済交

流団へ参加します。また、交流団へ

参加する人への補助を行います。

・IT学習講座推進事業

　

………………………13，935千円

　

青少年教育センターや7つの公民

館で初心者向けの｜丁学習講座を開

催します。

・テーマコミュニティ支援事業

　

…………………………2，000千円

　

住民の主体的な地域づくリ活動に

対して補助を行います。

・青少年海外派遣事業…1，850千円

　

中学2・3年生や高校生の海外研

修に対して補助を行います。
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・保健医療福祉サービス拠点づくり

　

事業……………………2，832千円

保健医療福祉政策を一体的に推進す

る拠点づくりに向け、構想の策定を

行います。

・インフィル型市営住宅建設事業

　

………………………16，214千円

　

市が借り上げ、市営住宅として貸

し出すインフィル型住宅に対し、建

設補助などを行います。

・三番市庁舎新庄線の整備

　

……………………108，327千円

　

三番市庁舎新庄線（天神町～新庄）

の歩道のバリアフリー化と流雪溝の

整備などを行います。

・乳幼児医療費助成事業

　

………………………5ワ、082千円

　

3歳未満の乳幼児にかかる医療費

に対して助成を行います。

　

また、子どもを3人以上養育して

いる家庭の場合は、小学校就学前ま

でが助成の対象となります。

・防犯灯設置事業………1，0ワ2千円

　

集落の間など電灯の無い通学路へ

防犯灯の設置を行います。

・フォレストタウン推進事業

　

………………………68，000千円

　

北部第三土地区画整理区域内に建

設するモデル住宅団地（フォレスト

タウン）の実施設計や骨格道路工事

などを行います。

・高齢者保養・休養施設利用助成券

　

交付事業……………12，329千円

　

ワO歳以上のお年寄りに対し、あつ

宝んどやうらら館への入館料助成券

とバス運賃の助成券を交付します。

インフィル型市営住宅の外観デザイン



定例

市議会

新
年
度
予
算
案
な
ど
審
議

1
2
年
度
補
正
で
除
雪
費
を
追
加

　

三
月
に
行
わ
れ
た
第
－
二
百
十
二

回
定
例
市
議
会
で
、
新
年
度
の
予

算
案
の
ほ
か
、
平
成
十
二
年
度
の

補
正
予
算
案
な
ど
I
二
十
二
議
案
が

審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
・
承

認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
1
2
年
度
予
算
の
補
正

　

一
般
会
計
の
補
正
額
は
、
一
億

五
千
八
十
九
万
四
千
円
の
減
で
、

補
正
後
の
総
額
は
、
百
六
十
二
億

八
千
－
二
百
九
十
万
四
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
前
年
同
期
と
比

ぺ
十
∇
I
％
の
減
と
な
り
ま
す
。

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
民
間
除

雪
車
の
借
し
ソ
上
げ
料
な
ど
除
雪
経

費
に
六
千
万
円
増
の
ほ
か
、
利
用

者
の
減
に
よ
る
中
小
企
業
資
金
融

資
預
託
金
の
七
千
万
円
減
や
、
事

業
費
の
確
定
に
よ
る
農
林
総
合
整

備
事
業
の
六
千
二
百
八
万
二
千
円

減
な
ど
で
す
。

条
例
案
の
可
決

　

天
然
記
念
物
「
本
願
清
水
イ
ト

ヨ
生
息
地
」
を
保
護
・
活
用
す
る

施
設
と
し
て
本
願
清
水
イ
ト
ヨ
の

里
を
設
置
す
る
条
例
案
や
、
老
朽

化
の
進
ん
だ
市
庁
舎
の
建
設
資
金

を
積
み
立
て
る
条
例
案
な
ど
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

人
事
案
件
に
同
意

　

議
会
選
出
の
監
査
委
員
の
選
任

が
行
わ
れ
、
次
の
と
お
リ
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

監
査
委
員

　

坂
元
千
秋
（
6
1
歳
清
瀧
）

議
長
に
村
西
利
柴
氏

副
議
長
に
笹
島
彦
治
氏

　

－
二
月
定
例
会
で
、
村
西
利
栄
氏

（
六
十
二
歳
・
吉
野
町
）
が
議
長

に
、
笹
島
彦
治
氏
（
六
十
五
歳
・

西
山
）
が
副
議
長
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

村
西
氏
は
、
平
成
二
年
に
市
議

会
議
員
に
初
当
選
し
、
産
業
経
済
・

教
育
民
生
各
常
任
委
員
会
委
員
長

な
ど
を
歴
任
。
現
在
四
期
目
で
す
。

　

笹
島
氏
は
、
平
成
七
年
に
市
議

会
議
員
に
初
当
選
し
、
産
業
経
済
・

総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長
な

ど
を
歴
任
。
現
在
二
期
目
で
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
定
例
会
で
各
常

任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
な

ど
の
構
成
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議長

村西利柴氏

　

副議長

笹島彦治氏

常任委員会 議会運営
委員会総務文教 産経建設 民生環境

○谷口彰三

〇島口敏栄　

浦井智治　

岡田高大　

常見悦郎　

畑中章男　

村西利栄

○高岡和行

○土田三男　

寺島藤雄　

幾山秀－　

牧野勇　

米村輝子　

松井治男

○本田章

○兼井大　

松田信子　

笹島彦治　

坂元千秋　

砂子三郎　

柴正夫

○松井治男

○岡田高大　

寺島藤雄　

谷口彰三　

本田章　

妙子三郎

○委員長U副委員長

条
倒
囚
一
部
を
改
正

　

三
月
の
定
例
会
で
行
わ
れ
た
条

例
改
正
に
よ
り
、
次
の
内
容
が
変

更
と
な
り
ま
し
た
。

乳
幼
児
医
療
費

　
　
　

助
成
の
対
象

　

こ
の
制
度
で
は
こ
れ
ま
で
「
三

歳
未
満
の
乳
幼
児
に
か
か
っ
た
医

療
費
」
を
助
成
の
対
象
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
四
月
一
日
か
ら
対
象

が
次
の
と
お
リ
変
わ
り
ま
し
た
。

●
養
育
し
て
い
る
子
ど
も
が
三
人

　

以
上
の
場
合

　

小
学
校
就
学
前
ま
で

●
養
育
し
て
い
る
子
ど
も
が
二
人

　

ま
で
の
場
合

　

従
来
ど
お
り
三
歳
未
満
ま
で

　

子
ど
も
が
I
ニ
人
以
上
で
助
成
の

対
象
と
な
る
場
合
は
、
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
手
続
き
の
詳

し
い
内
容
な
ど
は
、
後
日
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
手
続
き
に
時
間
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
四
日
‥

一
日
以
降
に
治
療
を
受
け
た
際
の

領
収
書
な
ど
は
、
念
の
た
め
保
管

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
養
育
し
て
い
る
子
ど
も

が
二
人
ま
で
の
場
合
は
、
手
続
き

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
の

受
給
者
資
格
者
証
が
、
そ
の
ま
ま

利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
福
祉
課

児
童
福
祉
係
（
豊
6
6
・
1
1
1

1
内
線
4
7
3
）

市
税
全
期
前
納

　

報
奨
金
の
交
付
率

　

個
人
の
市
民
税
・
固
定
資
産
税
の

納
税
者
が
、
最
初
の
納
期
ま
で
に

全
納
し
た
場
合
の
報
奨
金
の
交
付

率
が
次
の
と
お
リ
変
わ
り
ま
し
た
。

旧
「
一
〇
〇
分
の
〇
・
五
」

新
「
一
〇
〇
分
の
O
●
三
」

幼
稚
園
の
入
園
料
・
保
育
料

　

市
幼
稚
園
の
入
園
料
・
保
育
料

が
、
条
例
の
一
部
改
正
に
よ
り
次

の
と
お
リ
変
わ
り
ま
し
た
。

入
園
料

　

現
行
一
〇
、
〇
〇
〇
円

　

変
更
後
一
〇
、
八
〇
〇
円

保
育
料
（
月
額
）

　

現
行
五
、
五
〇
〇
円

　

変
更
後
五
、
七
〇
〇
円



平成犬野屋の嗜1ン巌整備
゛
題
径
E
’
ぷ
．
．
I
＾
y
饌
1
1
郷
へ
一

　

一
月
中
旬
か
ら
三
月
末
に
か
け
、

ま
ち
な
か
観
光
拠
点
施
設
「
平
成
大

野
屋
」
の
中
庭
な
ど
を
整
備
し
ま
し

た
。
今
回
、
行
つ
だ
の
は
「
洋
館
・

平
蔵
△
｛
階
蔵
｝
の
I
ニ
つ
の
建
物
に

囲
ま
れ
た
中
庭
と
散
策
路
な
ど
約
五

百
平
方
封
の
整
備
で
、
エ
事
費
は
約

四
千
万
円
で
す
。

1
1
庭
に
休
憩
ス
ペ
ー
ス

　

中
庭
の
洋
館
北
側
部
分
に
、
高
さ

約
十
五
惣
の
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
敷
設

し
ま
し
た
。
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
は
、
杉

加
工
材
を
用
い
て
作
ら
れ
、
面
積
は
約
百
二
十
五

平
方
m
。
休
憩
な
ど
に
利
用
し
や
す
い
空
間
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
か
ら
平
蔵
ま
で
の
通
路
や
ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
周
辺
な
ど
は
、
石
畳
風
に
タ
イ
ル
を
張
り

整
備
。
中
庭
全
体
を
新
し
く
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ

し
ま
し
た
。

散
策
路
は
土
の
雰
囲
気
舗
装

　

平
蔵
の
西
側
に
隣
接
す
る
武
家
屋
敷
旧
内
山
家

と
、
平
成
大
野
屋
の
中
庭
を
結
び
つ
け
る
散
策
路

の
整
備
も
行
い
ま
し
た
。
平
蔵
の
人
リ
ロ
付
近
か

ら
旧
内
山
家
北
側
の
駐
車
場
へ
の
道
は
、
土
の
雰

囲
気
を
出
し
た
舗
装
と
し
、
武
家
屋
敷
に
調
和
し

た
散
策
路
と
な
り
ま
し
た
。

　

気
軽
に
集
え
る
憩
い
の
空
間
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
っ
た
中
庭
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

エキサイティング

スポーツ

情言報

市
民
大
会
の
参
加
者
募
集

　
　
　
　
　
　

各
競
技
団
体

◆
市
民
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
大
会

日
時
4
月
1
5
巨
木
午
前
9
時
～

会
場
有
終
会
館

参
加
料
無
料

申
込
締
切
日
4
月
‥
は
は
R
采

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

エ
ス
牛
－
テ
ニ
ス
協
会
大
坪

　

恵
子
さ
ん
（
酋
6
6
・
3
0
9
5
）

◆
春
季
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時
4
月
2
2
日
⑤
原
2
9
日
⑧

　

午
前
9
時
～

会
場
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
料
I
チ
ー
ム
5
0
0
0
円

申
込
締
切
日
4
月
1
2
巳
困

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局

　

林
幸
雄
さ
ん
（
容
6
6
・
2
6
3
9
）

◆
市
民
テ
ニ
ス
大
会

日
時
シ
ン
グ
ル
ス
5
月
1
3
貝
亜

　

ダ
ブ
ル
ス
5
月
2
7
日
⑨

　

い
ず
れ
も
午
前
8
時
5
0
分
～

会
場
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園

参
加
料

　

シ
ン
グ
ル
ス
ー
人
1
5
0
0
円

　

ダ
ブ
ル
ス
ー
組
3
0
0
0
円

申
込
締
切
日

　

シ
ン
グ
ル
ス
5
月
4
日
4

　

ダ
ブ
ル
ス
5
月
1
8
日
章

※
テ
ニ
ス
教
室
も
参
加
者
募
集

日
時
5
月
7
日
⑧
～
2
8
日
⑧
の

　

月
・
木
・
土
曜
日
午
後
7
時

　

3
0
分
～
9
時
（
計
1
0
回
）

会
場
明
治
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員
初
級
・
初
心
者
先
着
2
0
人

参
加
料
3
0
0
0
円

申
込
締
切
日
5
月
1
巨
大

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

テ
ニ
ス
協
会
酒
井
慎
二
さ
ん

　

（
豊
6
6
・
3
2
1
2
※
⑧
～

　

②
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

か
け
で
安
心
ス
ポ
ー
ツ
保
険

　
　

（
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ

ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
地
域
活
動
を
行
う
5
人
以
土

の
団
体
を
対
象
に
、
活
動
中
の
傷

害
事
故
に
対
し
て
補
償
を
行
う
制

度
で
す
。
万
が
一
の
事
故
に
備
え

ぜ
ひ
加
人
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
市
ス
ポ
ー
ツ
課

　

（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
3
土
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脱俗

健康チェックの結果から①

緑
黄
色
野
菜
を
取
り
ま
し
よ
う

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
十
二
年
度
に
、
四
十
歳
か
ら
六
十

四
歳
ま
で
の
約
二
四
〇
〇
人
を
対
象
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
集
計
結
果
か
ら
分
か
っ
た
生
活
習
慣
の
傾
向
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、
緑
黄
色
野
菜
に
つ
い
て
で
す
。

　

緑
黄
色
野
菜
と
は
I
〇
〇
乍
中

に
カ
ロ
チ
ン
が
六
〇
〇
マ
イ
ク
ロ

－
4
以
上
含
ま
れ
る
野
菜
の
こ
と

で
、
代
表
的
な
も
の
に
は
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
や
ニ
ン
ジ
ン
、
カ
ボ
チ
ャ

の
ほ
か
、
ピ
ー
マ
ン
や
パ
セ
リ
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
ト
マ
ト
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

集
計
の
結
果
を
見
る
と
「
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
や
ニ
ン
ジ
ン
、
カ
ボ
チ

ャ
な
ど
緑
黄
色
野
菜
を
毎
日
取
る
」

と
答
え
た
人
は
、
十
五
・
六
％
し

か
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に
男
性

で
は
I
〇
・
二
％
と
、
女
性
よ
り

九
・
二
％
も
少
な
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、

一
日
に
取
る
野
菜
の
量
ま
で
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
「
毎
日
取
る
」
と

い
う
人
が
五
人
に
一
人
に
も
満
た

な
い
こ
と
か
ら
、
全
体
的
に
野
菜

が
不
足
し
て
い
る
傾
向
が
あ
る
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
健
康
の
た

め
、
一
日
に
三
五
〇
■
3
の
野
菜
を

取
る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
緑
黄
色
野
菜
は
I
〇

〇
～
一
五
〇
慧
程
度
取
る
の
が
良

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

緑
黄
色
野
菜
に
含
ま
れ
て
い
る

カ
ロ
チ
ン
に
は
、
人
の
細
胞
を
傷

つ
け
る
活
性
酸
素
を
減
少
さ
せ
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
が
ん
の

発
生
を
抑
制
す
る
作
用
も
あ
り
、

緑
黄
色
野
菜
を
よ
く
取
る
人
に

は
、
が
ん
の
死
亡
率
が
低
い
と
い

う
結
果
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

カ
ロ
チ
ン
は
油
と
一
緒
に
取
る

と
吸
収
が
良
く
な
り
ま
す
。
調
理

法
な
ど
を
工
夫
し
て
効
果
的
に
取

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ホウレンソウ・ニンジン・カボチャなどの緑黄色野菜を

毎日とっていますか
ちよつと気になる栄養の話

　

緑黄色野菜には、カロチンやビタミンC、食

吻繊維などが多く含まれています。その栄養素

を、より効果的に取る組み合わせを紹介します。

　

カロチンは、油脂やたんぱく質と組み合わせ

ると、がん予防や動脈硬化、目の疲れや風邪の

予防などに、より効果が高まります。調理例と

しては、ニンジンやホウレンソウを野菜いため

に使ったり、菜の花を「ごまあえ」にしたりな

どがあげられます。

　

ビタミンCは、ビタミンEやたんぱく質と組

み合わせると、がんやストレス予防などに、よ

り効果的。豆腐と組み合わせたり、豚肉と組み

合わせてみてはいかがでしょう。

　

冬の厳しい寒さに耐えた春の野菜には、体の

新陳代謝を活発にする働きがあると言われてい

ます。旬の素材を上手に使って、栄養的効果の

より高い食事を考えてみてはいかがでしょう。

皆ぎ，んの傭，畔づくj，川り幣：川んます・り濯センター（豊65・7333）



暮
ら
し
の

ア
畔
月
才
ス

消費者契約法

　

年
々
増
え
続
け
る
契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
か
ら

消
費
者
を
守
る
「
消
費
者
契
約
法
」
が
四
月
一
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
費
者
契
約
法
は
、
消
費
者
が

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
な
ど

「
消
費
者
契
約
」
を
行
う
際
に
、

消
費
者
と
事
業
者
と
で
は
情
報
量

や
交
渉
力
な
ど
に
大
き
な
差
が
あ

る
こ
と
や
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た

場
合
に
現
行
の
法
律
で
は
解
決
困

難
な
ケ
ー
ス
が
出
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
定
め
ら
れ
た
、
消
費
者
を

守
る
た
め
の
法
律
で
す
。

対
象
と
な
る
の
は

　

消
費
者
が
事
業
者
と
締
結
す
る

消
費
者
契
約
す
べ
て
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
個
人
売
買
な

ど
消
費
者
間
の
契
約
や
事
業
者
間

の
契
約
、
労
働
契
約
な
ど
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

取
り
消
し
で
き
る
も
の

　

事
業
者
が
次
の
よ
う
な
行
為
で

消
費
者
契
約
を
結
ば
せ
た
場
合
、

消
費
者
は
契
約
を
取
り
消
す
こ
と

が
出
来
ま
す
。

「
販
売
時
の
説
明
が

　
　
　
　
　
　
　

う
そ
だ
っ
た
」

　
　
　

「
病
気
が
治
る
」
と
薬
効
を

　

告
げ
ら
れ
て
健
康
食
品
を
購
入

　

し
た
が
、
ま
っ
た
く
治
る
気
配

　

が
な
い
。

●
契
約
の
目
的
と
な
る
も
の
に
つ

い
て
、
事
実
と
違
う
こ
と
を
事
業

者
に
告
げ
ら
れ
て
契
約
し
た
場
合

は
「
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
不
実

告
知
」
に
あ
た
り
ま
す
。

「
絶
対
に
も
う
か
る
っ
て

　
　
　
　
　
　
　

聞
い
た
の
に
」

　
　

営
業
マ
ン
に
電
話
で
勧
誘
さ

　

れ
、
外
国
債
を
購
人
し
た
。

　
　
　

「
当
分
円
安
、
絶
対
も
う
か

　

る
」
と
言
わ
れ
た
の
に
、
円
高

　

に
な
り
大
損
し
た
。

●
将
来
に
お
け
る
変
動
が
不
確
実

な
事
項
に
つ
い
て
断
定
的
な
判
断

を
提
供
さ
れ
た
場
合
「
断
定
的
判

断
の
提
供
」
に
あ
た
り
ま
す
。

「
確
実
に
も
う
か
る
」
「
絶
対
損
し

な
い
」
な
ど
は
、
う
そ
を
言
っ
て

い
る
の
と
同
じ
こ
と
で
す
。

「
都
合
の
悪
い
こ
と
は

　
　
　

教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
」

　
　

南
側
に
高
層
ビ
ル
が
建
設
さ

　

れ
日
当
た
り
が
悪
く
な
る
と
知

　

っ
て
い
た
業
者
か
ら
「
眺
望
・

　

日
当
た
り
良
し
」
と
言
わ
れ
マ

　

ン
シ
ョ
ン
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
。

●
消
費
者
の
利
益
ば
か
り
を
強
調

し
、
消
費
者
の
不
利
に
な
る
事
実

を
事
業
者
が
わ
ざ
と
告
げ
な
か
っ

た
場
合
「
不
利
益
事
実
の
故
意
に

よ
る
不
告
知
」
に
あ
た
り
ま
す
。

た
だ
し
、
消
費
者
が
説
明
を
拒
否

し
た
場
合
や
、
消
費
者
が
当
然
知

っ
て
い
る
は
ず
の
こ
と
を
説
明
し

て
い
な
い
場
合
な
ど
は
、
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

「
契
約
し
な
い
と

　
　
　

帰
ら
せ
て
も
ら
え
な
い
」

　
　

絵
の
展
示
会
で
長
時
間
購
入

　

を
勧
め
ら
れ
「
帰
り
た
い
」
と

　

言
っ
た
の
に
帰
ら
せ
て
も
ら
え

　

ず
、
仕
方
な
く
契
約
し
た
。

●
消
費
者
が
帰
り
た
い
と
言
っ
て

い
る
の
に
、
帰
ら
せ
な
い
と
い
う

事
業
者
の
行
為
に
よ
り
、
困
っ
た

末
に
契
約
し
た
場
合
は
「
困
惑
」

に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
自
宅
や

職
場
に
事
業
者
が
居
座
り
「
帰
っ

て
」
と
伝
え
た
の
に
事
業
者
が
帰

っ
て
く
れ
ず
、
や
む
を
え
ず
契
約

し
た
場
合
な
ど
も
同
様
で
す
。

取
り
消
し
期
間
は
六
ヵ
月

　

消
費
者
契
約
法
で
は
、
事
業
者

の
勧
誘
内
容
な
ど
に
問
題
が
あ
っ

た
場
合
、
六
ヵ
月
間
は
取
り
消
し

が
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

期
間
は
、
消
費
者
が
説
明
と
事

実
が
違
う
こ
と
を
知
っ
た
と
き
、

事
業
者
と
密
室
で
話
を
し
て
い
る

監
禁
状
態
や
、
帰
っ
て
く
れ
と
言

っ
て
い
る
の
に
家
か
ら
帰
っ
て
く

れ
な
い
不
退
去
の
状
態
が
済
ん
だ

と
き
か
ら
計
算
し
ま
す
。
期
間
が

短
い
の
で
被
害
に
気
が
つ
い
た
ら

す
ぐ
に
取
り
消
し
通
知
を
出
す
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

契
約
を
取
り
消
す
と
、
そ
の
契

約
に
よ
っ
て
消
費
者
も
事
業
者
も

利
益
を
受
け
る
こ
と
の
無
い
よ

う
、
契
約
前
の
状
態
に
清
算
す
る

こ
と
に
な
目
ソ
ま
す
。
時
間
が
経
過

し
て
か
ら
の
手
続
き
は
、
清
算
方

法
な
ど
で
も
め
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
納
得
で
き
な
い
契
約
は
、
購

入
し
た
商
品
な
ど
を
使
う
前
に
取

り
消
し
通
知
を
出
し
、
商
品
な
ど

を
返
却
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

な
お
、
そ
の
場
合
の
返
却
費
用

は
消
費
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

一
番
大
切
な
の
は
内
容
を
よ
く

確
認
し
納
得
し
て
か
ら
契
約
す
る

こ
と
、
い
ら
な
い
も
の
は
き
っ
ぱ

り
と
断
る
こ
と
で
す
。

消費生活に関するご相訓丿績者相談センターへ容66・1111PI嚇464卜ぽ役，所
生活環境課ノ
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）
今月のスナップ

ユニホック（室内ホッケー）に挑戦

ぐるーぷ登場 柿ヶ嶋ふれあい教室

こ
い
の
ぼ
り
に
願
い
を
込
め
て

　

平
成
九
年
か
ら
、
阪
谷
地
区
を

流
れ
る
旅
塚
川
に
こ
い
の
ぽ
り
を

掲
げ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
「
柿
ヶ
嶋
ふ
れ
あ
い

教
室
」
の
人
た
ち
で
、
昨
年
は
約

六
十
匹
の
こ
い
の
ぼ
り
を
掲
げ
ま

し
た
。

　

柿
ヶ
嶋
の
三
十
歳
代
か
ら
六
十

歳
代
の
有
志
が
「
地
元
の
た
め
に

何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」
と

平
成
七
年
に
結
成
。
現
在
十
四
人

で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
旅
塚
川
沿
い
の
道
に
植
え

ら
れ
て
い
る
バ
ラ
や
サ
ツ
半
の
手

人
れ
や
月
一
回
の
会
報
発
行
、
ま

ち
づ
く
り
の
視
察
研
修
な
ど
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

「
旅
塚
川
の
こ
い
の
ぼ
り
は
、

地
区
の
玄
関
口
を
き
れ
い
に
飾
る

う
と
思
い
は
じ
め
ま
し
た
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

願
う
気
持
ち
も
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
地
区
の
皆
さ
ん
の
協
力
も
あ

リ
、
毎
年
少
し
ず
つ
こ
い
の
ぼ
り

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
い
の
ぼ
り
を
眺
め
る
子
ど
も
だ

ち
の
喜
ぶ
顔
が
、
励

み
で
す
ね
」
と
会
員

の
皆
さ
ん
。

　

こ
い
の
ぼ
り
を
毎

年
掲
げ
て
い
る
う
ち

に
、
汚
れ
や
破
れ
な

ど
の
傷
み
が
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
た
の
が

現
在
の
悩
み
。
風
に

飛
ば
さ
れ
た
も
の
も

あ
る
そ
う
で
す
。

　

会
長
の
高
見
高
央

さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
こ
と
や
暮

ら
し
の
な
か
の
身
近

な
問
題
な
ど
、
み
ん

な
で
気
楽
に
話
し
合

え
る
場
と
し
て
、
ず

っ
と
活
動
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
」
と
抱

負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
旅
塚
川
に
掲
げ
る
こ
い

の
ぽ
り
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
山
村
良
治
さ
ん
（
容
6
5

．
1
8
3
3
）
ま
で
。

フックトーク
たいt

テーマ～とぶ～

『
ぼ
く
の
鳥
の
巣

　
　
　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』

『
鳥
た
ち
の
舞
う
と
き
』

　

空
を
飛
か
鳥
た
ち
が
羽
を
休
め
、

卵
を
産
み
、
ひ
な
を
育
て
る
巣
。

こ
の
鳥
の
巣
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
、

楽
し
ん
で
い
る
人
の
本
『
ば
く
の

鳥
の
巣
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
を
紹
介

し
ま
す
。

　

鳥
の
巣
に
魅
せ
ら
れ
た
著
者

は
、
山
の
中
を
歩
き
ま
わ
り
、
あ

る
じ
の
い
な
い
巣

を
見
つ
け
て
は
持

ち
帰
り
ま
す
。
そ

し
て
、
傷
ん
で
い

る
所
を
補
修
し
、

台
を
つ
け
て
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
完
成

さ
せ
ま
す
。

　

巣
の
魅
力
に
つ

い
て
著
者
は
「
生

き
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
形
と
な
っ

た
も
の
で
あ
‐
ソ
、

そ
こ
か
ら
生
き
物

た
ち
の
生
活
や
自

然
の
不
思
議
な
力
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
述
ぺ
で
い
ま
す
。

　

テ
ー
マ
「
と
ぶ
」
の
最
後
は
、

鳥
だ
ち
と
人
間
と
の
不
思
議
な
関

係
を
描
い
た
本
『
鳥
た
ち
の
舞
う

と
き
』
を
紹
介
し
ま
す
。

　

人
と
自
然
が
共
生
し
て
い
る
村

に
始
ま
っ
た
ダ
ム
エ
事
。
こ
れ
に

反
対
す
る
村
民
と
そ
れ
を
支
援
す

る
主
人
公
を
描
い
た
作
品
で
す
。

　

主
人
公
は
、
が
ん
に
侵
さ
れ
余

命
半
年
と
い
う
状
況
で
、
村
民
た

ち
の
運
動
に
深
く
関
わ
っ
て
い
き

ま
す
が
、
こ
の
状
態
は
、
ま
さ
に

著
者
自
身
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

　

著
者
は
、
昨
年
十
月
に
が
ん
の

た
め
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

本
は
病
院
に
人
院
す
る
直
前
に
、

原
稿
の
チ
ェ
ッ
ク
を
終
え
た
と
い

う
、
ま
さ
に
最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
な
っ
た
本
で
す
。
ぜ
ひ
読
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

ぼくの鳥の巣コレクション

　　　　　　　　

鈴木まもる著岩崎書店刊
鳥たちの舞うとき高木仁三郎著工作舎刊
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な
ぜ
、
ペ
ッ
ト
を
連
れ
込
ん
で
は
い
け
な
い
の

Q

　

二
、
三
年
前
か
ら

家
族
で
キ
ャ
ン
プ
に

出
か
け
る
こ
と
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
麻
那

姫
湖
青
少
年
旅
行
村
の
キ
ャ
ン
プ

場
は
、
市
街
地
か
ら
車
で
手
軽
に

行
け
る
こ
と
か
ら
、
よ
く
利
用
し

て
い
ま
す
。

　

夏
に
な
っ
た
ら
、
飼
っ
て
い
る

犬
を
一
緒
に
連
れ
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
た
の
で
す
が
、
ペ
ッ
ト
を

連
れ
込
ん
で
は
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

利
用
し
た
ほ
か
の
キ
ャ
ン
プ
場
で

は
、
あ
ま
り
禁
止
さ
れ
て
い
な
か

つ
た
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
、
な

ぜ
麻
那
姫
湖
青
少
年
旅
行
村
の
キ

ャ
ン
プ
場
で
は
禁
止
に
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
匿
名
希
望
）

A

　

い
つ
も
麻
那
姫
湖

青
少
年
旅
行
村
を
ご

利
用
い
た
だ
き
、
あ

リ
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
の
連
れ
込
み
を
禁
止
に

し
て
い
る
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

利
用
者
の
こ
と
を
考
え
て
、
次
の

こ
と
か
ら
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
す
べ
て
の
人
が
ペ
ッ
ト

に
対
し
て
、
好
意
的
で
あ
る
と
は

限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
利

用
者
に
は
、
小
さ
な
子
ど
も
を
連

れ
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
そ
の

よ
う
な
人
た
ち
に
と
っ
て
ペ
ッ
ト

は
警
戒
心
を
抱
か
せ
る
存
在
に
な

り
う
る
と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
た
め
で
す
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
ペ
ッ
ト
を
禁

止
に
し
て
い
る
の
は
、
ペ
ッ
ト
の

種
類
な
ど
で
許
可
ま
た
は
禁
止
の

区
分
を
設
け
る
こ
と
が
非
常
に
難

し
い
た
め
で
す
。
せ
っ
か
く
ペ
ッ

ト
を
連
れ
て
遊
び
に
来
ら
れ
て
も
、

入
園
時
に
拒
否
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
が
で
て
く
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
か
え
っ
て
ご
迷
惑
を
掛

け
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
ペ
ッ
ト
が
す
べ
て
衛
生

的
に
管
理
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い

う
問
題
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ペ
ッ

ト
を
飼
っ
て
い
る
人
に
よ
っ
て
管

理
方
法
な
ど
が
異
な
る
た
め
、
衛

生
的
で
あ
る
と
の
判
断
が
難
し
い

と
考
え
る
か
ら
で
す
。
特
に
麻
那

姫
湖
青
少
年
旅
行
村
の
キ
ャ
ン
プ

場
は
、
ほ
ば
全
面
に
わ
た
り
芝
生

が
敷
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ふ

ん
の
問
題
な
ど
も
考
慮
し
、
ペ
ッ

ト
の
連
れ
込
み
を
禁
止
に
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
多
く
の
皆

様
が
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
努

め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご

理
解
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
（
商
工
観
光
課
長
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
。

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
面
9
1
2
－
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
一
－
一

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
」
で
す
。

S4，咄咄r

全
日
本
素
人
そ
ば
打
ち
名
人
大
会
で
優
秀
賞
を
受
賞

辻
拓
哉
さ
ん
（
こ
ｔ
ヒ
歳
清
水
）

　

清
水
の
辻
拓
哉
さ
ん
（
二
十
七

歳
）
は
、
昨
年
十
月
に
開
催
さ
れ

た
「
第
5
回
全
日
本
素
人
そ
ば
打

ち
名
人
大
会
」
で
、
見
事
、
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

辻
さ
ん
が
、
そ
ば
打
ち
に
出
会

っ
た
の
は
、
平
成
十
一
年
の
夏
。

何
気
な
く
行
っ
た
池
田
町
の
「
ふ

る
さ
と
ふ
れ
あ
い
道
場
」
で
の
体

験
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
　

「
最
初
は
簡
単
に
で
き
る
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
実

際
に
や
っ
て
み
る
と
大
失
敗
。
の

ば
す
の
が
予
想
以
上
に
難
し
く
大

変
で
し
た
。
で
も
、
作
っ
た
も
の

が
そ
の
場
で
食
べ
ら
れ
る
と
い
う

と
こ
ろ
が
面
白
く
て
、
す
ぐ
に
ま

た
挑
戦
し
た
く
な
り
ま
し
た
」

　

そ
れ
以
来
、
す
っ
か
り
そ
ば
打

ち
に
魅
せ
ら
れ
た
辻
さ
ん
は
、
多

い
と
き
に
は
週
四
回
も
そ
ば
打
ち

に
。
ま
た
、
お
い
し
い
そ
ば
が
食

べ
ら
れ
る
と
い
う
店
を
聞
く
と
、

県
外
ま
で
出
か
け
た
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
努
力
の
結
果
、
全

国
か
ら
選
り
す
ぐ
ら
れ
た
ベ
テ
ラ

ン
た
ち
の
な
か
で
、
二
十
歳
代
と

い
う
最
年
少
で
の
受
賞
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

　

辻
さ
ん
は
「
そ
ば
作
り
で
最
も

気
を
使
う
の
は
、
水
加
減
で
す
。

天
気
や
気
温
な
ど
で
微
妙
に
変
わ

っ
て
く
る
ん
で
す
よ
。
今
は
ま
だ

手
の
感
触
だ
け
が
頼
り
な
の
で
、

た
ま
に
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
練
習
し
、

全
国
の
人
に
大
野
で
作
っ
た
お
い

し
い
そ
ば
を
、
食
べ
て
も
ら
え
た

ら
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

水
の
事
故
を
な
く
そ
う

奥
越
農
林
総
合
事
務
所

　

4
月
9
り
⑧
～
1
3
R
蚤
ま
で
、

農
業
用
の
用
・
排
水
路
な
ど
で
の
、

水
難
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

用
排
水
の
水
位
が
高
く
な
る
こ

の
季
節
、
水
の
事
故
か
ら
子
ど
も

た
ち
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

お
願
い

・
日
ご
ろ
か
ら
水
の
怖
さ
を
教
え
、

　

子
ど
も
だ
け
で
農
業
用
の
用
・

　

排
水
路
な
ど
に
は
、
近
づ
か
な

　

い
よ
う
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

・
家
の
近
く
や
通
学
路
周
辺
の
危

　

険
な
場
所
を
調
べ
て
、
子
ど
も

　

た
ち
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
注

　

意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。



『ナースキャップ』に決意新た

　

大野准看護学院で2月巧日、戴帽式が行われ

ました。教官からナースギャップを授かった12

人は、ナイチングール誓詞を朗読し、看護の道

へ決意を新たにしていました。

ユーモアいっぱい人形劇

　

2月25日「人形劇団とんと」の公演「やまん

ばきらり」が図書館で行われました。パフォー

マンスを交えた楽しい劇に、会場は笑い声でい

つばいでした。

家庭でできる介護を学ぶ

　

大野市赤十字奉仕団による家庭看護法講習会が、

2月15日から3月1日かけて行われました。実

技を交えた指導員の説明に、熱心にメモをとる姿

などが見られました。

［itSgiJMl「7大野猶凶僣学ZI

哺崇亜華y・木蜘郵応S！」｜

日薗修訂400圓年を記忿して

　

藩校「明倫館」や「洋学館」で翻訳・出版された蘭

書などを展示した特別展「大野藩と蘭学～蘭学の華

大野に開く～」が、2月1ワ日から3月25日まで大野

市歴史民俗資料館で開催されました。また、オランダ

の本や民俗衣装などを展示した「現代オランダ展」も

産業文化展示館で同時に開催されました。

W・W＝・喩りーラシダ展｀

拍循回底怨秘書広報課広報広聴係豊66・1111



箱詰回底詣
ゲーム楽しみ施設めくり

　

2月25日、勤労青少年ホームと下庄公民館の

施設などをよ＜知ってもらおうと「館内ウォーク

ラリー」が行われました。ワープロの早打ち競争

や国旗あてクイズなどゲームを楽しみながら、館

内をくまなく回っていました。

身近なところでがん予防

　

3月3日、有終会館で「健康日本21奥越地域

シンポジウム」が開催されました。「日常生活の

がん予防」と題して行われた講演や保健推進員に

よるミニ寸劇などの内容から、身近な健康づくり

の大切さを学んでいました。

伝統の団子まきにぎわう

　

木本地区に約200年前から伝わる伝統行事

「初午団子まき」が3月8日行われました。火の

用心と豊作を願いまかれる縁起物を拾おうと、た

くさんの人たちでにぎわいました。

スポーツ通し活力ある地域を

　

3月中、市内の各小学校などで「小学生・高齢

者スポーツ交流会」が行われました。また、3月

4日にはバレーボールの指導者を対象とした研修

会が開かれるなど、地域スポーツ活動の活性化に

向け、さまざま取り組みが行われました。

f召尿L高

mm四

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

4月

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
で
す

　
　
　
　
　

国
民
年
金

市
役
所
市
民
課

　

平
成
1
3
年
度
の
保
険
料
を
1
年

分
前
納
す
る
か
、
新
し
く
□
座
振

替
に
す
る
と
、
抽
選
で
中
部
・
近

畿
各
府
県
の
国
民
年
金
福
祉
施
設

の
宿
泊
優
待
券
か
図
書
力
－
ド
が

当
た
り
ま
す
。
締
め
切
り
は
5
月

3
1
日
困
で
当
日
消
印
有
効
で
す
。

納
付
書
ま
た
は
□
座
振
替
案
内
通

知
書
と
一
緒
に
配
付
さ
れ
る
ハ
ガ

半
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

4
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料

　

4
月
か
ら
の
保
険
料
の
月
額
は

こ
れ
ま
で
と
同
じ
額
で
す
。
し
か

し
、
割
引
前
納
額
が
変
わ
り
ま
す
。

月額 13，300円

付加加入 13，700円

1年分前納 156，770円

付加加入 161，480円

半年分前納 79，150円

付加加入 81，530円

前
納
の
納
付
期
限
は
4
月
2
7
日

4
で
す

問
い
合
わ
せ
先
市
民
課
年
金
係

　

（
豊
6
6
・
1
1
‐
1
1
内
線
4
5
6
）

春
季
消
防
総
合
訓
練
で

サ
イ
レ
ン
び
2
回
な
り
ま
す

大
野
地
区
消
防
本
部

　

4
月
8
り
⑩
は
、
当
市
の
大
火

記
念
日
で
す
。

　

大
野
地
区
消
防
本
部
で
は
、
こ

の
日
を
記
念
し
て
、
エ
キ
サ
イ
ト

広
場
の
周
辺
で
春
季
消
防
総
合
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
午
前
8
時
3
0
分
に
亀

山
の
サ
イ
レ
ン
が
2
回
な
り
ま
す
。

ご
承
知
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
北
側

の
駐
車
場
に
は
、
前
日
（
4
月
7

貝
巴
の
夜
か
ら
午
前
9
時
3
0
分

ま
で
駐
車
し
な
い
よ
う
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

農
作
業
標
準
料
金
を
改
定

市
農
業
委
員
会

　

平
成
1
3
年
度
の
市
農
作
業
標
準

料
金
の
う
ち
、
農
業
機
械
作
業
の

標
準
賃
金
〈
稲
作
の
部
・
各
区
分

1
0
ア
ー
ル
（
I
反
）
当
た
り
〉
が

次
の
と
お
リ
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

ト
ラ
ク
タ
ー
耕
起

　

7
2
0
0
円
（
1
回
当
た
目
ソ
）

田
植
側
条
施
肥
田
植
機

　

8
5
0
0
円
（
施
肥
を
伴
う
）

乾
燥
循
環
型
乾
燥
機

　

9
7
0
0
円

　
　

（
6
0
し
り
当
た
り
1
1
4
0
円
）

　

な
お
、
そ
の
ほ
か
の
金
額
は
、

従
来
通
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
農
業
委
員
会

　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
1
士

粗
大
ご
み
持
ち
込
み

　
　
　

特
別
受
け
付
け

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
日
に
粗
大
ご
み
の
持
ち
込
み
が

で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
特
別
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
。

日
時
4
月
8
ほ
⑩
午
前
8
時
3
0

　

分
～
午
後
4
時
3
0
分

対
象
物
電
化
製
品
（
家
電
リ
サ

　

イ
ク
ル
の
対
象
と
な
る
テ
レ
ビ
、

　

冷
蔵
庫
、
エ
ア
コ
ン
、
洗
濯
機

　

を
除
く
）
、
自
転
車
、
家
具
な

　

ど
の
粗
大
ご
み
（
燃
や
せ
る
粗

　

大
ご
み
は
縦
7
0
惣
、
横
7
0
惣
程

　

度
に
し
て
く
だ
さ
い
）

対
象
と
な
ら
な
い
物
家
電
リ
サ

　

イ
ク
ル
対
象
品
、
タ
イ
ヤ
、
農

　

機
具
類
な
ど
の
産
業
廃
棄
物

手
数
料
有
料

そ
の
他
粗
大
ご
み
は
、
ご
み
ス

　

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
な
い
で
く

　

だ
さ
い

受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・

　

6
1
2
0
）

み
ん
な
で
考
え
よ
う

　

お
年
寄
り
の
交
通
安
全

市
役
所
生
活
環
境
課

　

お
年
寄
り
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
た
め
、
高
齢
者
交
通
安
全
市
民

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
平
成
1
3
年
4
月
1
2
り
困

　

午
後
2
時
～
午
後
3
時
3
0
分

場
所
文
化
会
館

内
容
高
齢
者
交
通
安
全
宣
言
・

　

県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
・

　

交
通
安
全
啓
発
の
寸
劇
な
ど

対
象
市
民

参
加
費
無
料

問
い
合
わ
せ
先
生
活
環
境
課
市

　

民
生
活
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
6
3
）

交通
安全

＾
k
H
＾
N

ボ
イ
ｙ
卜

子
ど
も
と
歩
い
て

　
　
　
　
　
　

交
通
安
全

　

入
学
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
新

入
生
た
ち
の
元
気
な
通
学
風
景

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
で
も
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
、

慣
れ
な
い
道
で
の
交
通
事
故
が

心
配
で
す
。

　

交
通
安
全
教
育
は
家
庭
か
ら
。

子
ど
も
と
一
緒
に
通
学
路
な
ど

を
歩
き
、
交
通
ル
ー
ル
な
ど
を

教
え
ま
し
ょ
う
。

道
路
を
歩
く
と
き

　

ま
ず
、
歩
道
と
車
道
の
意
味

を
は
っ
き
り
と
教
え
ま
し
ょ
う
。

　

歩
道
と
車
道
の
区
別
が
な
い

道
で
は
、
右
側
通
行
す
る
と
い

う
こ
と
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
雨
の
日
は
視
界
が
悪

く
な
る
な
ど
、
大
変
危
険
で
す
。

視
界
を
確
保
す
る
雨
具
の
使
い

方
や
雨
の
日
の
歩
き
方
な
ど
、

天
候
が
良
く
な
い
場
合
の
こ
と

も
教
え
ま
し
ょ
う
。

道
路
を
横
断
す
る
と
き

　

安
全
確
認
の
基
本
「
止
ま
る

・
見
る
（
右
・
左
・
右
）
・
進

む
」
の
動
作
を
し
つ
か
り
と
身

に
つ
け
さ
せ
、
急
な
飛
び
出
し

や
車
の
直
前
・
直
後
の
横
断
、

斜
め
横
断
な
ど
を
さ
せ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

近
く
に
横
断
歩
道
な
ど
が
あ

る
場
合
は
、
必
ず
そ
こ
を
横
断

す
る
こ
と
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
無
い
場
合
は
、
見
通
し

の
良
い
所
で
横
断
す
る
よ
う
に

教
え
ま
し
ょ
う
。



…INFORMATION

九
頭
竜
線
利
用
に
助
成
金

　
　
　
　

市
役
所
生
活
環
境
課

　

九
頭
竜
線
（
越
美
北
線
）
利
用

促
進
の
た
め
、
市
で
は
次
の
よ
う

な
人
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

助
成
対
象
回
数
券
ま
た
は
8
人

　

以
上
の
団
体
利
用
乗
車
券
を
、

　

越
前
大
野
駅
で
購
人
し
た
市
民

　

な
ど

助
成
額
【
回
数
券
利
用
】
九
頭

　

竜
線
利
用
区
間
の
回
数
券
購
人

　

費
の
2
割
【
団
体
利
用
】
九
頭

　

竜
線
利
用
区
間
の
運
賃
の
5
割

申
請
【
回
数
券
利
用
一
購
人
日

　

よ
り
1
年
以
内
に
購
人
し
た
回

　

数
券
の
表
紙
を
提
示
し
て
申
請

　
　

【
団
体
利
用
】
利
用
日
よ
り
1

　

年
以
内
に
越
前
大
野
駅
の
利
用

　

証
明
を
添
付
し
て
申
請

　
　

（
い
ず
れ
も
印
鑑
持
参
）

申
請
時
間
午
前
9
時
～
午
後
2

　

時
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
生
活
環

　

境
課
市
民
生
活
係
（
L
6
6
・
1

　

1
1
1
内
線
4
6
3
）

学
び
ま
せ
ん
か

　

手
話
で
の
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　

市
役
所
福
祉
課

　

手
話
で
の
会
話
が
で
き
る
人
を

養
成
す
る
、
手
話
奉
仕
員
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　

自
己
紹
介
や
あ
い
さ
つ
な
ど
簡

単
な
会
話
や
日
常
生
活
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
学
習
す

る
予
定
で
す
。
お
気
軽
に
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時
4
月
1
2
阻
困
（
初
回
）
毎

　

週
木
曜
日
と
第
2
．
4
月
曜
日

　
　

（
全
4
0
回
）

　

い
ず
れ
も
午
後
7
時
～
9
時

場
所
有
終
会
館
（
予
定
）

申
込
締
切
日
4
月
1
0
日
大

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
豊
6
6
・

　

1
1
1
1
内
線
4
7
2
）

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
L
6
5
・

　

8
7
7
3
）

　

し
ま
す
「
n

l
。
I
I

　
　
　

市
教
育
委
員
会

　

文
化
振
興
室
で
は
、
市
内
で
行

う
音
楽
や
演
劇
の
公
演
や
絵
画
の

展
示
な
ど
に
対
し
、
そ
の
経
費
の

一
部
に
補
助
を
行
う
、
文
化
芸
術

振
興
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
1
3
年
度
に
こ
ん
な
こ
と
を

や
り
た
い
と
考
え
て
い
る
人
、
ま

た
、
企
画
な
ん
て
し
た
こ
と
が
な

い
と
い
う
人
も
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
、
文
化
事
業
を
自
分
で
企
画
・

実
施
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
文

化
振
興
室
（
容
6
6
1
1
1
1

内
線
5
4
6
）

団
体
県
政
バ
ス
教
室

　
　
　
　
　
　

県
民
相
談
室

　

県
政
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
、
バ
ス
で
県

の
施
設
な
ど
を
案
内
す
る
団
体
県

政
バ
ス
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
方
法
決
め
ら
れ
た
県
関
係

　

の
施
設
を
2
ヵ
所
以
上
組
み
入

　

れ
、
団
体
が
希
望
す
る
見
学
コ

　

ー
ス
・
日
時
・
出
発
地
で
実
施

対
象
一
般
団
体
と
青
年
団
体

　

呈
に
2
0
歳
代
）
で
4
0
人
程
度

　

で
参
加
で
き
る
団
体

　
　

（
青
年
団
体
は
、
2
5
人
程
度
で

　

も
可
）

そ
の
他
1
6
歳
未
満
は
保
護
者
同

　

伴

募
集
団
体
数
一
般
＝
2
0
団
体
、

　

青
年
＝
2
団
体

実
施
期
間
5
月
～
7
月

募
集
期
間
4
月
2
0
日
旬
ま
で

申
し
込
み
方
法
所
定
の
用
紙
に

　

必
要
事
項
を
記
人
し
、
郵
送
ま

　

た
は
フ
ァ
ク
ス
に
て

申
し
込
み
…
問
い
合
わ
せ
先
〒

　

9
1
0
－
8
5
8
0
福
井
市

　

大
手
3
－
1
7
－
1
福
井
県
総

　

務
部
広
報
課
県
民
相
談
室
「
＆

　

0
7
7
0
D
・
2
1
・
O
n
／
」
n
乙
」
1

　

胆
0
7
7
6
・
2
0
・
0
（
k
U
O
J
C
X
J
）

第23回大野さくらまつり

　　

4月3日囚）～18日2

会場亀山公園・義景公園…有終公園

期間中の行事

◆お祭り広場（会場：有終公園）

　　

7日本正午～午後5時

　　

8日⑧午前10時～午後4時

　

お花見そば・お花見弁当．福まき．花の苗木販売

　

フリーマーケット・踊り・太鼓・ものまねショー

　　

（ワ日）・ピエロ大道芸（8日）

　　

原都合で、内容が変更になる場合

　　

もあります）

※フリーマーケットの出店者を募集

　

しています

問い合わせ先

　

大野市観光協会（酋65・5521）

開催します農地相談会

　

市農業委員会では、今月から毎月1［亘］（5月・9月除＜）

農地相談会を開催します。農業委員が各種相談に応じます

ので、希望する人は、各相談日の2日前までに市農業委員

会まで申し込んでください。

時間午前9時～正午場所市役所小会議室

相談日 対象地区

4月26日（木） 大野・下庄・乾側地区

6月28日（木） 小山・上庄地区

7月26日（木） 富田・阪谷・五箇地区

8月23日（木） 大野・下座．乾側地区

10月25日（木）小山・上庄地区

11月22日（木）富田・阪谷・五箇地区

12月27日（木） 大野・下圧．乾側地区

1月24日（木） 小山一上庄地区

2月28日2 富田・阪谷・五箇地区

3月28日（木） 全地区

申し込み・問い合わせ先

　

市農業委員会事務局（豊66・1111内線311）



″

一
’

い
跨
京
福
電
車
の
看
板

山
田
芳
勝
さ
ん
（
中
荒
井
町
二
丁
目
）

　

中
荒
井
町
二
丁
目
の
山
田
芳
勝
さ
ん
（
五

十
八
歳
）
の
宝
は
、
京
福
電
車
の
駅
名
を
記

し
た
三
枚
の
看
板
で
す
。
看
板
に
は
「
急
行

京
福
大
野
」
「
福
井
－
京
福
大
野
」
「
お
お
の

ぐ
ち
」
と
書
か
れ
て
い
て
、
ホ
ー
ム
の
柱
や

列
車
の
横
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
な
か
に
は
「
さ
よ
う
な
ら
京
福

大
野
駅
」
と
看
板
の
表
に
マ
ジ
ッ
ク
ペ
ン
で

書
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
‐
ソ
ま
す
。

　

大
野
と
福
井
の
間
の
京
福
電
車
は
、
大
正

三
年
四
月
に
開
通
。
昭
和
四
十
九
年
八
月
に

大
野
と
勝
山
の
間
が
廃
線
に
な
る
ま
で
、
福

井
方
面
へ
の
主
要
な
交
通
機
関
と
し
て
多
く

の
人
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
が
こ
の
看
板
を
手
に
入
れ
た
の

は
今
か
ら
五
年
ほ
ど
前
。
知
人
が
持
っ
て
い

る
の
を
見
て
、
懐
か
し
さ
の
あ
ま
り
、
思
わ

ず
譲
っ
て
ほ
し
い
と
申
し
出
た
そ
う
で
す
。

　
　

二
番
の
思
い
出
は
、
友
だ
ち
と
九
頭
竜

川
に
泳
ぎ
に
行
っ
た
こ
と
で
す
ね
。
親
か
ら

往
復
の
電
車
賃
を
も
ら
っ
て
行
き
ま
し
た

が
、
夏
の
暑
い
盛
り
な
ど
は
、
ア
イ
ス
キ
ャ

ン
デ
ー
を
買
っ
た
た
め
、
途
中
か
ら
歩
い
て

帰
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
よ
。
電
車

が
廃
線
に
な
る
と
聞
い
た
と
き
は
、
本
当
に

寂
し
く
思
い
ま
し
た
ね
」

　
　

「
蛍
の
光
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
る
な

か
、
ホ
ー
ム
に
電
車
が
入
っ
て
き
た
廃
線
の

日
の
こ
と
は
、
今
で
も
目
に
焼
き
付
い
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
　

「
こ
れ
か
ら
も
、
京
福
電
車
に
関
係
す
る

も
の
を
集
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
き
れ
ば
大
野
に
あ
っ
た
四
つ
の
駅
の
看
板

す
べ
て
を
そ
ろ
え
た
い
で
す
ね
」
と
山
田
さ

ん
は
、
感
慨
深
げ
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

市民のうごき

3月1日現在 前月比

世帯数 11，793世帯 十11世帯

人□ 40，5ワフ人 十6人

内訳
男 19，433人 －4人

女 21，144人 十10人

2月中の異動
転入 ワ6人 出生 20人

転出 58人 死亡 23人

市内の交通事故状況 （年頭からの計）

件数内訳
平成13年
2月末

平成12年
2月末

比較

総イ牛数 146イ牛 122件 十24件

人身

事故

件数 22件 20件 十2イ牛

死者 〇人 O人 O人

傷者 31人 25人 十6人

物損事故 124件 102イ牛十22件

表
紙
の
こ
と
ば

　

2
月
下
旬
、
市
内
の
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
で
、
春
花
の
出
荷
作

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
日

出
荷
さ
れ
た
パ
ン
ジ
ー
の
花
言

葉
は
「
私
を
想
っ
て
」
。
ま
だ

雪
に
囲
ま
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
の
中
、
春
と
想
い
を
届
け
る

色
と
り
ど
り
の
鉢
植
え
が
、
一

つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
コ
ン
テ
ナ
に

並
べ
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
や
別
れ
の

ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
ま
す
。
大
野

に
帰
っ
て
来
た
人
、
大
野
を
離

れ
て
い
く
人
・
：
そ
の
よ
う
な
人

た
ち
の
目
に
、
今
の
大
野
は
ど

の
よ
う
に
映
る
の
で
し
よ
う
。

2
1
世
紀
最
初
の
年
度
、
今
世
紀

の
大
野
を
占
う
、
新
年
度
予
算

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
（
養
）

／1眠見鶏・

　

新
学
年
が
始
ま
る
。

い
つ
の
時
代
で
も
教
育

に
関
す
る
最
大
の
課
題

は
子
育
て
の
あ
‐
ソ
方
で

あ
る
。
「
人
は
人
に
よ

り
て
の
み
人
と
な
‐
ソ
う

べ
し
」
の
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
は
大

人
を
見
な
が
ら
育
っ
て
い
る
。
大
人
は
子
ど
も

の
鑑
な
の
だ
。
「
あ
っ
宝
ん
ど
」
で
の
見
聞
▼

あ
る
母
親
が
小
学
生
と
保
育
園
児
、
幼
児
ぐ
ら

い
の
子
ど
も
を
連
れ
て
来
て
い
た
。
子
ど
も
三

人
を
連
れ
て
の
入
浴
は
大
変
な
こ
と
だ
。
お
母

さ
ん
が
洗
髪
し
て
い
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
シ

ャ
ワ
ー
や
シ
ャ
ン
プ
ー
を
手
に
遊
び
始
め
た
。

そ
の
様
子
を
見
た
母
親
は
大
声
で
「
お
湯
を
出

し
っ
ぱ
な
し
に
し
た
り
、
シ
ャ
ワ
ー
や
シ
ャ
ン

プ
ー
で
遊
ん
だ
り
し
て
は
だ
め
、
も
っ
た
い
な

い
で
し
ょ
う
。
こ
こ
は
遊
び
場
じ
ゃ
な
い
の
。

お
ふ
ろ
を
楽
し
み
に
来
る
人
た
ち
の
迷
惑
に
な

る
で
し
ょ
う
」
と
た
し
な
め
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、
母
親
の
声
に
驚
き
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
と

素
直
に
謝
っ
た
。
お
ふ
ろ
か
ら
上
が
っ
て
二
階

の
休
憩
室
。
ミ
カ
ン
や
パ
ン
、
お
菓
子
、
注
文

し
た
ラ
ー
メ
ン
な
ど
食
事
が
テ
ー
ブ
ル
に
並
ん

だ
。
子
ど
も
た
ち
は
正
座
を
し
て
母
親
の
「
ど

う
ぞ
、
食
べ
な
さ
い
」
の
言
葉
を
聞
い
て
か
ら

食
べ
始
め
た
。
母
親
は
お
い
し
そ
う
に
湯
上
り

の
ビ
ー
ル
を
ぐ
い
っ
と
I
口
飲
ん
で
か
ら
「
人

に
迷
惑
を
か
け
た
り
、
も
っ
た
い
な
い
こ
と
を

し
た
り
す
る
と
、
よ
い
大
人
に
な
れ
な
い
の
よ
」

と
や
さ
し
く
言
っ
た
▼
「
ジ
コ
チ
ュ
ウ
」
と
い

う
虫
が
は
び
こ
る
今
、
一
服
の
清
涼
剤
を
飲
ん

だ
思
い
が
し
た
。
こ
の
若
い
母
親
に
大
き
な
拍

手
を
贈
リ
、
こ
ん
な
お
母
さ
ん
が
大
野
に
た
く

さ
ん
い
た
ら
な
あ
と
…
（
Y
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
a
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
1
1
）
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